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1． 緒言

バーナード（1938）によると、組織とは「2 人以上の人びとの、意

識的に調整された諸活動、諸力の体系」としたうえで、作野（2009）

は集団を①統合的な「われわれ意識」②共通の目標・関心③構成員の

行為や相互連関を規制する規範④コミュニケーションによる意思疎通

と持続的な相互作用⑤一定の役割分担に基づく機能的結合とし、その

5つの要件を十分に満たすものを組織としている。

スポーツ集団においてもこれら5つの要件は重要であると考えられ

る。スポーツ集団・組織の評価についての研究はモラール用をいて、

これまでスポーツ社会学の分野を中心に行われてきた。スポーツビジ

ネスの分野においては、企業スポーツを持つことによって社員の帰属

意識が高まるなどの様々な影響についての研究が進んでいるが、スポ

ーツの組織においてスポーツ集団自体が競技成績にいかに影響を与え

るかという研究までには至っていない。

ここで述べるスポーツ集団のモラールを、「成員が集団の目標に積極

的な意義を感じ、強く結束して、集団の規則を遵守し、風紀に従いな

がら、その目標のために、集団の活動を高められるような集団的機能

の特性」（竹村1967）と定義する。

競技成績の要因は様々であるが、集団モラールと競技力の関係が明

らかになることで、スポーツにおける組織自体が競技成績に与える影

響について相関関係があると考える。

2．研究目的

本研究の目的は、スポーツ集団のMoraleと競技力の関係性について

明らかにし、今後のスポーツ集団の円滑な運営と競技力向上について

示唆を与えることとする。

3．研究方法

先行研究である竹村（1967）のスポーツ集団におけるモラール調査

項目を基に、スポーツ集団のモラール調査結果と競技成績との関連性

を明らかにし、その分析結果を基にインタビュー調査を実施し原因を

明らかにした。

本研究の対象は、団体スポーツの中でも究極のチームスポーツとい

われる「ボート競技」に特化し、戸田オリンピックボートコースを拠

点とする 22 大学のボート部のうち男女が所属している大学でなおか

つ競技成績が拮抗していると思われる3の大学を対象に計106名（男

子55名、女子51名）に質問紙調査を実施した。参考競技成績は2010

年8月19～22日で行われた全国大学選手権大会の競技成績を参照とし

た。

4．結果

モラール項目の基準である、部員と部との関係、部内の人間関係、

部の集団機能、個人的満足感、競技への愛着度の6グループ計21項目

のうち18項目に3大学の有意差が認められ、いずれも競技成績が最も

高いA大学が有意に高かった。しかし、競技成績が2番目であるB大

学と3番目のC大学間では有意差はほぼ見られないという結果であっ

た。

唯一、部の集団機能の指導者の指導力を問う項目において、3 大学

間、各大学間で有意差が認められた。よって、一番大きく競技成績に

影響を与えるのは、指導者による指導力という結果であった。

5．考察・まとめ

有意差が認められた18項目全てにおいて競技成績が最も高いA大学

は、作野（2009）の組織の定義である5つの要件を全て十分とはいえ

ないが、高い水準で満たし、モラール得点も有意に高かった。一方、B

大学とC大学の間では有意な差は認められなかった。よって、集団モ

ラールが競技力に与える影響は絶対条件ではなかった。しかし、有意

差が認められた全ての項目でA大学が有意に高いことから、競技力の

高い集団において、高いモラールを持つことが必要条件であることが

考えられる。

以上のことから、スポーツにおける競技力向上には技術面などの

テクニックのみならず、集団・組織における調和や信頼、環境などの

集団モラールも一つの要因として明らかになった。

その為スポーツ集団の競技力向上のためには、組織としての機能

を確立することが早急に求められる。


